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例会日 ■ 第 1766 回例会 2016 年 7 月 27 日（水） 

■ 会場 於「金沢国際ホテル」 

SAA:長門 達志 

本日のプログラム 

■ 開会点鐘（12 時 40 分点鐘） 

■ ロータリーソング「それでこそロータリー」 

本日のお客様 

白山ロータリークラブ   

会長 西  康雄 様 電気工事 

幹事 西川 發子 様  画廊 

会 長 挨 拶 

舟元 英一 会長 

皆さん、こんにちは。まず、お客様のご紹介をさせていただきます。 

本日は、白山ロータリークラブから西康雄会長と西川發子幹事がお見えになっています。 

さて、私の年度が始まりまして、何とか、１ケ月経ったというべきか。もう１ケ月経ったという

べきかですが・・・。私は、どちらも当てはまるのではないかと考えています。就任後、市長等、

市役所、姉妹クラブ及びスポンサークラブ、新聞支社等への挨拶回り、早朝例会のご依頼等、就任

時になすべき事柄をこなしていくだけであっというまに１か月が経ったような気がしますし、大体

は、初めて経験することばかりで、緊張もある程度伴うということで、何とか一ケ月経ったナアー

という思いが、現在の率直な感想です。 

さて、先週７月２４日（日）地区の職業奉仕委員長会議が砺波市文化会館で開催されました。本

田奉仕プロジェクト委員長がメンバーとして出席されたわけですが、急遽、同日、地区の奉仕委員

会の同意を得まして参加させていただきました。今年度、地区の職業奉仕委員会の委員長は、富山

みらいクラブの村山偉知朗氏です。先年、当クラブも卓話をお願いし、その勉強会の状況等をお話

していただきましたので皆様方にはご存知の方もあろうかと思います。今回は、その勉強会の様子

を知る絶好の機会であると考え、参加の申し出をしたところ、オープン参加ということで快く参加

を認めていただいたというわけです。詳細は、後日、本田委員長から機会を捉えてご報告があろう

かと思いますが、勉強会では、グループ毎に議事の進行役（ファシリテーター）と助言者がついて

ワークショップ形式で意見交換が行われました。 

「ロータリー歴史探訪」兵庫県・尼崎・西ロータリークラブの田中毅（たけし）氏の著書を教材

に使い、今回は、ロータリーの創始者ポール・ハリスの幼少期から３０歳で弁護士事務所を開設し、

いわゆるロータリーの黎明期を迎えるまでの間の過程について班員間で自由に意見交換が行われま

した。もとより、正しい答えがないという前提ですから、各々の思い或いは感じたことを率直に話

をすればよいのです。 

私は、今回参加して感じたことは、本年度の RI規定審議会が採択した様々の方針転換は、ポール・

ハリスの思いと全くかけ離れた改変で、改革に繋がっていない部分が多くあるのではないかと感じ

ています。 

現在、ロータリーは大きな変革の時期にあると考えます。今日的ロータリーの取り巻く現状を考

えて見たとき、私たちは、どのような方法がよいのか今後検討する必要がありますが、当クラブで
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も同様な勉強会を取り組む必要があるのではないか。そのような思いを強く感じて帰ってきた次第

です。 

お客様ご挨拶 

白山ロータリークラブ   

会長 西  康雄 様 電気工事 

幹事 西川 發子 様 画廊 

今年度は 50 周年記念例会を開催しますので、その際は皆様どうぞお越し 

くださいますようお願い申し上げます。

表彰伝達式 

舟元会長から中村寛二様に感謝状およびサファイア入バッチを贈呈します。 

米山記念奨学会 米山功労者(第６回マルチプル) 

ロータリー財団（第３回マルチプル・ポール・ハリス・フェロー） 

幹 事 報 告 

幹事 織部 秀一 様 

・来週の 8月 3日(水)は夏を楽しむ会です。 

活動方針(各委員長) 

クラブ管理運営委員会 基本方針と活動計画 

報告者 立石副委員長  

クラブ運営委員会は委員の方がたくさんいますので、各年間行事の運営や 

担当司会などを行っていただき、各担当の色を出していただきながら活動を 

行っていきます。 

基本方針 ① 舟元会長の活動方針「ロータリーで自分磨きをしよう」を体 

感できるような有意義なクラブ活動を目指します。 

自分磨きという事について、下原委員長の自分磨きの経験談です。 

ロータリーに入って初めての活動はニコニコ BOX の報告でした。壇上で大勢の方の前で報告するこ

とがすごく緊張してうまく報告できなかったことを覚えています。普段の仕事の中では少人数の方

との会話がほとんどで、大勢の方の前で話すという機会がほとんどありませんでしたが、会員の皆

様から励まされながら１年間続けることが出来ました。 

２年目以降は SAA や合同例会、３５周年記念例会の司会をさせて頂きました。その時もいろいろ失

敗をしましたが、会員の皆様に支えられ続けることが出来ました。 

新入会員の方々もこれから私と同じようにいろいろな活動を順々に行っていきますが、先輩会員が

支えてくれますので一緒に頑張っていきましょう。 

 ② 野々市ロータリーに入会して良かった楽しい親睦行事を委員会メンバー全員で参加企画しま

す。季節ごとに４回ある親睦会の中身を、委員会メンバーでより楽しくなるような遊び心を持った

企画を考えていきます。会員の皆様に喜んで頂けるために、より良い企画を考えるため担当者同士
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が顔を合わせる機会が増え、知恵を出し合い活動することで自分を磨き、次のチャレンジにステッ

プアップしていって下さい。 

 活動計画 ① 恒例行事の水源の森づくりプロジェクトへ積極的に参加します。水源の森を作る

ために、みんなで一緒になって汗をかき頑張りましょう。② 会員同士の理解を深めるために改め

て全会員に卓話の協力をお願いします。最近は新規会員の紹介を含めた会員卓話が多かったので、

今年度は先輩方の会員卓話も積極的にお願いします。また先輩会員につきましては、外部からの卓

話紹介をお願いします。 

奉仕プロジェクト委員会  

山田 勉 副委員長 

基本方針として、会員の人生・職業経験、知恵等を生かした地域や社会貢 

献活動を行うことにより、地域の方々に関心を持たれるような事業活動に 

取り組んでいきます。また従来に増して、野々市市、教育委員会等との 

協賛事業に取り組み、活動の成果を挙げ、ロータリー活動の魅力を地域に 

発信していきます。 

活動計画 ① ２００４年の柳生ガバナー年度より１２年間継続しているフレンドリーコンサート

の支援を行います。年間１０万円を上限として、野々市中学校、布水中学校、野々市明倫高校の吹

奏楽クラブに対して補助金を出します。毎年の発表会には、会員から１０名の方が応援に行かれて

います。②水源の森づくりに加え手取川水系の水源、伏流水の現状と課題を探ります。織田ガバナ

ー年度より継続して３年目になりますが、白峰の社団法人森づくり協会の山本代表に協力頂きなが

ら、植木役１５０本、５～６種類の木を草刈りしながら育てています。順調に育っていますが、長

い目で見ていこうと思っています。１０月２日に職場例会として会員全員で草刈りをしますので参

加をお願いします。③地域社会の変化、課題等を中学、高校生授業への卓話等による青少年育成支

援を行っていきます。これは新しい企画で、会員には様々な職業の方がおられますので、会員に青

少年に対して卓話協力を頂きながら青少年の育成支援を行っていきたいと考えています。野々市粟

市長とも連携を図りながら活動していこうと思案中です。④国際奉仕、交流会を視野にグローバル

補助金の活用事業の可能性を協議していきます。この企画も新しい企画で、野々市に保護観察官を

している宮崎さんという方がいらっしゃいますが、この方と話し合って、保護観察中の方を支えて

いく為に、クラブとして宮崎さんを応援していきたいと考えています。非常に難しい課題ではあり

ますが取り組んでいきたいと考えています。 

広報委員会 

中村 寛二委員長 

基本方針 ① ２０１２年以降に入会された１８名の方々への研修会の 

実施を行います。ロータリー歴の長い会員さんに参加協力を頂いて、 

四半期に１回、年３回の勉強会を行っていきます。 

② 広報活動を行っていきます。特に市や町、地域のロータリアンに 

対して、ロータリーの活動内容等について広報活動を行っていきます。③各委員会活動の活動記録

を PR する為に、会報やロータリー情報に載せていきます。 
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活動計画 ① ロータリーの友・R 情報への積極的な投稿や、FM 等に参加して地域社会への理解を

促進していきたいと考えています。 

また委員会活動を記録して、会報に載せていきます。 

先ほども出ましたが新規会員に対するオリエンテーションをベテラン会員にも参加いただきながら

実施して、会員間の交流によってロータリーの価値観を感じてもらい、会員やその家族からも理解

をもらえるようにしていきたいと考えています。 

会員増強委員会の濱委員長と協力しながら入会のメリットを PR していきます。 

会員増強委員会 

織田 英也 委員長 

クラブ活動要覧を使いロータリー活動の内容を新規会員候補の方に説明 

しながら会員増強活動をして頂ければと考えています。但し、個人情報が 

多く含まれていますので、取り扱いには十分注意してください。 

また、外部の方の卓話のお願いをする際にも入会のお願いが出来そうと 

思われた場合は、入会をお願いしながら会員増強を図りたいと考えています。 

他には、ロータリークラブの魅力をわかりやすく説明出来るようなツールを使用して会員増強を図

っていきたいと考えています。 

R 財団・米山委員会 基本方針と活動計画 

中村 俊昭 委員長 

基本方針は、ロータリー財団、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 

の使命である教育への支援や補助金を通じ人材を育成し、世界平和と発展 

に協力する。活動計画は、ロータリー財団、米山記念奨学会への理解を 

深めるための卓話を開催する。支援活動の輪を広げ、「ポール・ハリス・フェロー」「米山功労者」

の認定者の増員を目指し、会長方針の自分磨きの為の研修を実施する。とありますが、ロータリー

財団と米山奨学会は全くの別ものです。全く別の財団と奨学会がなぜ同じ委員会になっているかと

いいますと、簡単な話は寄付です。「寄付を集めるためには、どのようにしていけばいいのか」を考

えていきますとロータリー財団と米山奨学会を理解して頂くほかはないと思います。今年度の RI会

長のジョン F・ジャームの重点項目にポリオ撲滅という項目があります。世界でポリオはほとんど無

くなったのですが、一部の地域アフガニスタン、パキスタンの一部で発症しています。もう少し頑

張ると世界からポリオを撲滅できるという事です。この撲滅のための資金を集めるのが、ロータリ

ー財団です。ロータリー財団は今年で１００年になります。この節目の年でポリオを撲滅したいと

目標を立てています。また野々市ロータリーの水源の森づくりの活動資金などの各クラブの活動資

金、地区の補助金もこの財団から受けています。米山奨学会は、東南アジアの各国の奨学生を招待

して、勉強してもらい奨学金を出すという制度です。２０１５年には７３０名が奨学生になり、昨

年度は当クラブでも奨学生を招待しました。 
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ニコニコボックス 

齊藤 邦博 様 

卓上の花：ヒペリカム  花言葉：きらめき

卓上の花：石澤、清水、新保、田嶋、中村寛二 

白山 RC 会長 西康雄様、幹事 西川 發子 様  

 就任の挨拶に参りました。50 周年の折は何卒宜しくお願いいたします。 

舟元 西会長、西川幹事ようこそお越しいただきました。今後ともよろしくお願いします。 

織部 白山石川 RC 西会長 西川幹事 ようこそ。今後ともどうかよろしくお願いします。 

中村寛二 本年度は広報委員長を務めさせていただきます。皆様のご協力をお願いいたします。 

織田 西会長、西川幹事ようこそ。 

松田 委員長の皆さんご苦労様。西会長、西川幹事、ようこそ。早朝弱い人になりました。 

 眠い！ 

宮川 白山 RC の会長の西様、幹事西川様ようこそ！今年も宜しく！！ 

中川 暑くなりました。体調には皆様お気を付けください。 

齊藤 白山 RC 会長 西様、幹事 西川様ようこそお越しください 

 ました。 

竹澤 

本日の収入額 13,500 円 累計 92,500 円 

■閉会点鐘（13 時 30 分）                     

記録：松井 写真：西村  


